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実践の背景



広島市立広島特別支援学校
◆広島県で唯一の市立の知的障害特別支援学校 

◆日本一の児童生徒数  484名（平成27年5月1日現在） 

◆平成２４年度の新築・移転に合わせ、地域支援部門 

  「サポートセンター」設置



サポートセンターの支援内容

学校関係者の教育相談

学校関係者への巡回相談

校内研修への協力 情報発信・情報提供

研修会・相談会の開催

保護者・本人の教育相談



保護者・本人への支援

　広島市立の幼稚園・小学校・中学校・高校に在
籍する障害のある幼児児童生徒とその保護者 

　サポートセンターに来校しての直接相談 

 　　得意と苦手の分析 

　　 学習の仕方のアドバイス 

　　 在籍学校との連携

対象

形態



実践の内容・経過



対象生徒
• 中学校二年生 

• 読み書き障がい    自閉症スペクトラムの傾向 

• 学習全般で苦戦    特に英語が難しい 

• わからないと感じると思考が止まる 

• 昨年度、登校しにくい時期があった 

• 英語ができるようになりたいとの思いがある 

• 見る、聞く、選ぶなどの方法があると学習しやすい

学校以外でも
学習に取り組
めるとよい

読む・書く以外の方法も有効かもしれない



ねらい
「見る」「聞く」等の方法で、 

意欲的に学習に取り組む機会を増やす    

自分に合う方法で学習することで、 

「分かる」という経験を増やす      

家庭学習を中心に

英語・社会科で



当初の支援計画

アプリの使い方の確認

家庭学習

学習経過の確認

次回までに学習することを確認

新たな内容、アプリの確認

サポートセンターでの直接支援（月１回60分）

次回までに学習することを確認

翌月



Keynote

音声・画像を使って英単語や構文を学習する

取り組んだこと①〔情報の入力〕

並べ替える選ぶ

Bitsboard

聞く 見る



取り組んだこと②〔情報の出力〕

MetamojiNote

英単語や英文の和訳、英作文等をマッチングや
単語の並べ替えによって行う

を使うと出来る

選ぶ

並べ替える

自分でも 
びっくり



取り組んだこと③〔相談日以外の情報交換〕
学習の質問等、連絡を取り合う          

交換日記 By talk for School



支援開始後いろいろ見えてきた
◆「選ぶ」「並べ替える」の方法であれば、 

     英語で学年相応の内容に正解できる
◆英語で、どの単元を学習しているかわからない 

◆提出課題も、どこを学習すればよいかわからない 

◆提出課題に取り組んでいるが、負担感が大きい

在籍学校との連携が必要

英語は寝てるから 
どこをやってるか 
わかりません



当初の支援計画

アプリの使い方の確認

家庭学習

学習経過の確認

次回までに学習することを確認

新たな内容、アプリの確認

サポートセンターでの直接支援（月１回60分）

次回までに学習することを確認

翌月

サポートセンター
だけでは絶対ムリだ！



在籍学校との連携①

英語でどの単元を学習しているわかる

本人の特性や学習しやすい方法を伝える 

（こうすればできた、こうすると取り組みやすい）

英語の学習課題をカスタマイズ

単語の学習などに反映できた 視写の代わりに重要文 
を読むことでOKに

繰り返す回数を減らす



テスト前、担任と一緒に 
試験範囲の重要箇所を確認

本人からKeynoteの使い方に
ついて質問メッセージが...

在籍学校との連携②
社会科の教科担任にKeynote
の使い方を説明する

本人とのコミュニケーション
が取れる機会になる教科担任



取り組んだこと④〔情報の入力〕
社会科の要点や関連画像をまとめる

学校で、教科担当から聞きな
がら自分で入力

直接支援で使い方を練習

Keynote テンプレート
を作っておく



前期末の試験前に 
担任と実施できた

学校行事等で継続
は難しかった



◆家庭だけでは学習意欲を持ちにくい 

◆相談時には取り組むが、自分一人で継続 

   することは難しい

支援開始後いろいろ見えてきた

◆週4日、放課後等デイサービスで学習している

放課後等デイサービス事業所
とも連携が必要

相談日以外の支援も必要



放課後デイとの連携

Bitsboardを使った学習を
取り入れてもらう

• iPadを使うと学びやすいことを情報提供する 

• 普段の学習でできそうなこと、アプリの操作
を紹介する

試験前に、復習をする時
間を作ってもらう



取り組んだこと⑤〔情報の出力〕
ヒントを並べ替えて社会科の問題に答える

日本史一問一答



取り組んだこと⑥〔相談日以外の情報交換〕
家庭学習等の進捗を確認する

MetamojiNote クラウドで同期して確認

思考を要する
ものはできて
いない

日本史一問一
答は計画通り
実施できた



まとめ



継続して取り組むことができたもの

ヒントから「選ぶ」
ので負荷が少ない

Bitsboard

一問一答でテンポ
よく進める

日本史一問一答

画面に動きや
変化がある



本人の振り返り（10月）
選ぶとよくわかる
ことを感じている

ヒントがあるとわか
りやすいことを感じ
ている



継続には支援が必要だったもの
Keynote MetamojiNote

15分程度学習する
と疲れてくる

わかる単語 
無理のない情報量 
負荷の少ない方法 
同一のパターン 
        で製作したつもりが...  



継続には支援が必要だったもの
Keynote MetamojiNote

安心して学べていない

思考することが負荷

ねらいそのものが 
高かった

英文への抵抗感

ねらいの再考へ



継続には支援が必要だったもの
Keynote

そもそも1人で取り組むのは難しい内容だった



本人の振り返り（10月）

自分で取り組めそう 
やってみよう 
  という思いに至らなかった

「忘れていた」を
選んだが、真意は... 



現在の様子
• 修学旅行が終わった11月頃より登校しにくい
状況となる。 

• 同時期より、SNS（ByTalk forSchool）への返
信がなくなる。 

• 放課後等デイサービスには変わらず通って学
習や活動をしている。 

• 12月下旬に直接支援を実施した際、英語の学
習に取り組むことが難しかった。



本人へのアンケート（12月）
デイサービス①

デイサービス②

「場」と「支援者」
の存在が重要

デイサービスで
は学習している

学習内容の追加
は難しそう



放課後デイで学びが続いているのは
なぜだろう？

• 一対一の個別で学習している 

• 学習時間が短い（30分） 

• 先生がそばにいて一緒に取り組んでもらえる

安心して学べる場 これからの学習のカギに



学びの意欲・継続した学びに向けて

「今の学習を支える」から 

「卒業後の生活につながる学びを支える」へ

本人が無理なく取り組める内容

ねらいの再考

本人に必要感がある内容

⇨ 志望の高校受験に向けて 

⇨日々の生活の中で意欲を持てるように



在籍学校との連携・情報提供

直接支援での活動内容の見直し

放課後デイの有効活用
学年対応の学習にこだわらず、 
           受験に必要な学習へシフトチェンジ

本人が学習していることを伝える 
     ⇨学校とのつながり作り

自発を引き出す活動へ変更 
本人からの発信を引き出す

学びの意欲・継続した学びに向けて



未熟な実践ですが、 
ご清聴ありがとうございました。


